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ユダヤ慈善の近代化

A5判・上製・170頁・定価 3,300円�（本体 3,000円＋税）・ISBN�978–4–7642–7482–2　C3014

田中利光 著

ユダヤ教社会事業の実態に迫る

著者紹介　田中利光（たなか・としみつ）
1957 年生まれ。首都大学東京大学院人文科学研究科
社会行動学専攻博士後期課程修了、博士（社会福祉
学）。キリスト教牧師、ソーシャルワーク専門職を経て、
現在、敬和学園大学人文学部教授。

聖書時代からの伝統を持ち西洋の福祉思想の淵源ともなったユダヤ教の慈善
文化は、近代の社会変革にどのように呼応したのか。19 ─ 20 世紀に発展し
た世俗的な社会事業との関係や、女性たちの国際的な活動に着目し、その実
態を分析する。『ユダヤ慈善研究』（社会事業史学会第 34 回社会事業史文献賞
受賞）に続く画期的研究！

好評発売中！

田中利光『ユダヤ慈善研究』
（A5判・定価 5,060 円・教文館）



新教出版社・新刊案内　2024 年 2月 26 日発売

われら主の僕 
リベラルアーツの森で育まれ
ICU 伝道献身者の会［編］

A5 判・並製・270 頁・本体 2,100 円（税込定価 2,310 円）
ISBN 978-4-400-51769-6　C1016

伝道者たちのバックグラウンド
献学以来 3万人の卒業生を送り出してきた国際基督教

大学（ICU）は、牧師をはじめ数多くの伝道者を輩出

してきたことでもよく知られる。

この特異な学舎で彼らの献身の志はいかにして育まれ

たのか。

70 名余りの卒業生たちの、遺稿も交えて記される興

味尽きない証し。

　推薦
　　西原 廉太氏（立教大学総長）

　　岩切正一郎氏（国際基督教大学学長）

〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 9-1
Tel: 03-3260-6148 / Fax: 03-3260-6198 / Email: eigyo@shinkyo-pb.com

【寄稿者たち】

富岡徹郎／松永希久夫／小澤貞雄 

新保 満／竹前 昇／原崎百子／川田 殖

桑ヶ谷森男／那須斐子／丹波 望 

荒瀬正彦／斎藤和明／並木浩一 

棟居 勇／伊藤瑞男／斎藤剛毅 

渡邉正男／絹川久子／長沢道子 

左近和子／田中弘志／山村 慧 

稲垣博史／浅井重郎／吉馴明子 

宮﨑彌男／矢澤俊彦／青野太潮 

安積力也／稲垣緋紗子／梅津順一 

栗林輝夫／菊地純子／大橋 章／飯島 信

末吉高明／鎌野善三／松田繁雄 

有馬平吉／高橋貴美子／中島隆宏 

小野慈美／森本あんり／伊藤節子 

北川一明／高橋   一／柴田安子 

今村あづさ／近藤万里子／梅津裕美 

ウィリアムズ郁子／石渡敬子 

神代真砂実／佐野正子／林原淑子 

平野克己／山本英美子／塩谷直也 

德田 亮／鵜﨑 創／河野克也／荒川朋子

伊藤英志／北原葉子／菊地恵美香 

相澤 一／荒井偉作／焼山満里子

（ほかブルンナー、大塚久雄、森有正、武田

清子、古屋安雄ら、教師たちの言葉を紹介）



新教出版社・新刊案内　2024 年 2月 26 日発売

教会論と終末論 
サクラメントと終末論を視野に入れた教会論
松田 央［著］ 四六判・並製・254 頁・本体 2,000 円（税込定価 2,200 円）

ISBN 978-4-400-31098-3　C1016

キリスト教信仰の根本は何か
イエスの言行に現わされた福音を信じ、教会生活を通

して信仰を実践し、終末を待ち望む――この道筋を聖

書に即して分かりやすく解説。キリスト論、教会論、

特にサクラメント論、そして終末論を学ぶための好著。

著者による積年の探求の成果。

著者まつだ・ひろし氏は、1954 年生まれ。慶應義塾大学法学部を経
て、同志社大学大学院神学研究科で学ぶ。神戸女学院大学名誉教授。
日本基督教団正教師・博士（神学）。主な著書：『キリスト論』 （南窓社、
2000 年）、『信じること、疑うこと』 （冬弓舎、2005 年）、『キリスト
教の基礎』 （キリスト新聞社、2007 年）、『世の光キリスト』 （キリスト
新聞社、2008 年）、『キリストの道』 （冬弓舎、2011 年）、『信仰の基
礎としての神学』（新教出版社、2018 年）など。

〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 9-1
Tel: 03-3260-6148 / Fax: 03-3260-6198 / Email: eigyo@shinkyo-pb.com

【目　次】

まえがき　執筆の動機と全体の構想

第一章　イエス・キリストの福音の初め
第一節　福音の歴史的背景

第二節　イエスの受洗における福音

第三節　新しいイスラエル

第四節　伝道の開始

第五節　イエスの神性

第二章　教会論概説
第一節　真実の教会の起源と本質

第二節　真実の教会の原則

第三章　サクラメント（聖礼典）
第一節　サクラメント概論

第二節　福音信仰に基づく見解

第三節　五つのサクラメント

第四節　洗礼（バプテスマ）

第四章　聖餐論概説
第一節　「主の晩餐」に関する新約聖書の証言

第二節　聖餐における救済論

第五章　聖餐におけるキリストの命
第一節　ヨハネ福音書における聖餐論

第二節　聖餐論の教理史

第六章　終末論と救済論
第一節　キリスト教の終末論

第二節　聖書に基づく死生観

第三節　終末論に関するいくつかの論点

第七章　ヨハネの黙示録の世界（前半）

第八章　ヨハネの黙示録の世界（後半）



四六判・並製・104頁、定価1,650円（本体1,500円＋税）　　ISBN978-4-87395-831-6　C0016（日キ販）

新刊のご案内  3月11日発売予定since1946

神、自然、人が調和のうちに生きるために。
聖書を深く読むと見えてくる、「極めて良かった」世界を回復するための聖書学！

目　次

キリスト新聞社

エコロジカル聖書解釈の手引き

エコロジカル聖書解釈の視点で読む安息日　　　　　　　　　　　    大宮有博
「地球」の声を聞くエコロジカル聖書解釈の視点で読む「バラムとロバ」　     大宮有博
人間とは何か　エコロジカル聖書解釈の視点で読む『ヨナ書』　　　　　  大澤　香
エコフェミニスト解釈の視点で読むヨハネ福音書のプロローグ  東よしみ
エキュメニカル運動における環境正義と〈いのちの問題〉　　　　　　 藤原佐和子
 

関西学院大学キリスト教と文化研究センター◎編
大宮有博（関西学院大学法学部教授）、大澤香（神戸女学院大学文学部准教授）
東よしみ（関西学院大学神学部准教授）、藤原佐和子（立教大学文学部キリスト教学科兼任講師）

「地を治めよ」（創世記１：28）と神に造られた人間として、
神と被造物の声を聖書から聞き、

21世紀の環境問題を、聖書から考えるためのはじめの一歩。
気鋭の学者たちによる、6つの論考を収録。
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3 月 20 日刊行予定

さけびはとどく
武
武庫川キリスト教会牧師

田信嗣［著］

独りは生きられない。
二人では息が詰まる。
三人ではこじれる。

「二、三人の神学」ではどうだろう。

日本には Person（パーソン）にあたる言葉がない。日本のキリスト教

も人格（パーソン）というものに正面から向き合ってこなかった―。

キリスト教が人口 1％の壁をどうしても越えられない傷みを、牧師とし

て叫びながら、その叫びが希望へと変わる分岐点をマルティン・ブーバ

ーを道しるべに丹念に探った書。

主よ　私の祈りを聞いてください。
私の叫

さけ
びが　あなたに届きますように。

詩篇 102 篇 1 節

四六判・160 頁・定価 1,320 円
本体 1,200 円 + 税　ISBN978-4-911054-18-5 C0016

主な目次：
はじめに
私の旅
私なりのブーバー理解
認知症
なぜ日本でキリスト教が増えないか

ですから、二者の関係を諦めた人たちが残されているのは、「多者の関係」に希望を見出
すしかありません。しかし私はもう一つ、「三者の関係」にも注目してほしいのです。そ
れが私の「二、三人の神学」です。「三者の関係」までで止める？　しかし普通は「二者
の関係」でうまくいかないなら三者の関係でもうまくいかないものです。確かユダヤ人
哲学者のレヴィナスは、その「もう一人」に暴力の起源があるようなことを述べている
そうです。何となくわかるような気がします。ただ、それであっても「二者の関係」の
救いは「もう一人」との関係から来るのではないかと思うのです。（本文より）



A5判 116頁  定価550円（本体500円＋税） 　
ISBN978-4-264-04476-5 C0016
いのちのことば社　卸コード 18085

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 3月 10 日発売 2024年  赤紙
2月上旬

ハッピー・イースター・
　　　　　　トゥ・ユー！ 
　　いのちの輝きをあなたに
大好評の『メリー・クリスマス・トゥ・ユー！』に続く、イース
ターをテーマにした 7本の伝道メッセージ集。1本 1本が初めて
の人にも読みやすく、分かりやすく、イースターの本当の意味を
深く味わえる。ちょっとしたプレゼントにも使いやすい一冊。

イースターメッセージ集

岸本　大樹（大阪聖書学院院長）　序文
照内　幸代（秦野キリスト教会牧師）
小山　大三（岐阜純福音教会顧問牧師）
松尾　献　（木山キリスト教会教育主事［2024年4月から］）
菊池　実　 （東京基督教大学教授）
赤坂　泉　 （聖書宣教会校長）
吉田　隆　 （神戸改革派神学校校長）
安藤理恵子（玉川聖学院院長）

執
筆
者
一
覧



A5判 16頁  定価220円（本体200円＋税） 　
ISBN978-4-264-04485-7 C0016
いのちのことば社　卸コード 28170

百万人の福音編集部 編

「百万人の福音」歴代のイースター号より、イエス
の十字架の死と復活の意味を深く伝えるメッセージ
を厳選した伝道用冊子トラクト。葬儀や記念会など
でも用いることができます。
※「百万人の福音4月号」付録の単品商品となります。　　　

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 3月 10 日発売 2024年  赤紙
2月上旬

イースターって何 
「死」と「失望」が「希望」に変わった日

？新作  伝道用冊子トラクト

「十字架・復活・私たちの回復」伊藤真人

「キリストの復活の意味」勝本正實

「人から出たことではなく」徳永　大  

収
録
メ
ッ
セ
ー
ジ



B6判 208頁  定価1,650円（本体1,500円＋税） 　
ISBN978-4-264-04475-8 C0016
いのちのことば社　卸コード 18065

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 3月 15 日発売 2024年  赤紙
2月上旬

みことばを深く読むために
はじめての聖書解釈

米川明彦 著
聖書を正しく理解し、解釈するために、知っておきた
いこととは？　『聖書から出た日本語100』の著者であ
り、テレビなどでもおなじみの日本語学の専門家が聖
書の「ことば」にこだわって解説。時間・空間・文化
の隔たりをキー概念とし、例を挙げながら具体的に示す。

米川明彦（よねかわ あきひこ）
1955 年、三重県生まれ。大阪大学大学院文学研究科博士課程修了（国語学専攻）。学術博士。梅花女子大学

名誉教授。単立教会の牧師。日本語、特に俗語研究の第一人者で、テレビ・雑誌などにもたびたび登場。専

門は日本語（俗語）・聖書・手話研究。日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団のろう者聖書学校では「聖

書解釈学」を手話で教えている。日本語（俗語）・キリスト教・手話の各分野で編著書多数。『日本語－手話

辞典』（監修、全日本ろうあ連盟）で第 17 回新村出賞受賞。

ことばのスペシャリストによる聖書を紐解くためのガイド



A5判 336頁  定価2,860円（本体2,600円＋税） 　
ISBN978-4-264-04483-3 C0016
いのちのことば社　卸コード 01105

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 3月 15 日発売 2024年  赤紙
2月上旬

旧約聖書ガイドブック 
三十九巻それぞれを読むために
鎌野直人 著

旧約聖書各書を概観するとともに、聖書全体の物語との

関わり、2000年にわたるキリスト教会の歴史やユダヤ

教の歴史の中でどう読まれてきたかを記す。今日、旧約

聖書をどのように読んだらよいかも記す待望の書。

鎌野直人 ( かまの・なおと )
1963 年、 神戸市生まれ。1992 年、アズベリー神学大学院、M. Div. 課程修了。1993 年、関西
聖書神学校研修修了。1994 年、イェール大学神学部、 S. T.M. 課程修了。2000 年、ユニオン神
学大学院 ( バージニア ) ( 現ユニオン長老派神学大学院 )、 Ph.D. 課程修了 ( 聖書学 )、哲学博士。
専門は旧約聖書学。現在、関西聖書神学校校長、 日本イエス・キリスト教団神戸中央教会副牧師、 
AGST/J 関西研修センター長。著書に『神の大能の力の働き』、『聖書六十六巻を貫く一つの物語』
( いのちのことば社 )、訳書にはN・T・ライト『神とパンデミック』( あめんどう )、W・ブルッ
ゲマン 『預言者の想像力』( 日本キリスト教団出版局 ) などがある。



四六判 208頁  定価1,870円（本体1,700円＋税） 　
ISBN978-4-264-04480-2 C0016
いのちのことば社　卸コード 14105

いのちのことば社  新刊案内  2024 年 3月 25 日発売 2024年  赤紙
2月上旬

うめきから始まる信仰
信じても、まだちょっと 苦しい人へ

弱さを抱えたままでいい――生きづらく苦しかった10代
に日本を飛び出した著者が、欠けのある自分をそのまま
受け入れてくれた存在をとおして出会った「神の愛」。
苦しみや葛藤から解放されるのではなく、そのただなか
で神と出会うことを語った「たましいの片道書簡集」。

中村穣 著

中村　穣（なかむら・じょう）
日本の社会になじめず、18歳のときにアメリカへ家出。ひとりの牧師に拾われて、アメリカでの生活
が始まる。紆余曲折を経ながらも大学を卒業。助けられた恩師と同じ職に就きたいと、牧師になる決
意を固める。2009年、米国のウェスレー神学大学院を卒業し、帰国。上野の森キリスト教会で宣教主
事として奉仕。2014年から飯能の山キリスト教会を立ち上げ、教会カフェを始める。現在、地元の聖
望学園で聖書を教えつつ、ＪＴＪ宣教神学校でキリスト教思想史哲学、クリスチャンライフ学院で霊
性の神学を担当している。著書に、『信じても苦しい人へ』『366日ディボーション　弱さと闇を照
らす光』（以上、いのちのことば社）がある。

好評の『信じても苦しい人へ』続編！


